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生鮮肉需要の構造変化に関する   

ノンパラメトリック分析   

澤田 学1  

（受坪：1989咋5月31日）  

NonparamcLric Analysis of the StructuralChange   

in the Household Demand for Fresh Meat  

Manabu Sへ帆・Al）へ  

摘  要  

わが国における家計の生鮮肉（牛肉．豚肉，鶏肉）需要は，高度経済成長の開始以降．習慣  

形成効果によって構造変化を遂げてきたことが既往の研究で見出されている。しかしながら，  

それらの研究は，ある特定の関数型の需車間蟄を前程とし，そのパラメークを計測するパラメ  

ト■ノック・アブロ【チを共通して採用しているので，そこでの分析結果は果たして．実際の噂  

好変化を反映したものなのか，あるいは需要関数モデルの特定化の誤りから牛じた見かけ上の  

ものなのか，識別不可能である。   

本稿では，関数型について全く前提を置かないノンパラメトリ・ソク・アプローチに基づいて，  

195昨～1984年の期間にわが国家計の生鮮肉需要に構造変化が生じたか否か，について再検証  

する。分析結架は次のように要約される。   

対象期間において生鮮肉の一人当り隣人塁データは．全国，人U5万人以上都れ東京都区  

部のいずれについても，構造変化を顕示しない：）したがって，既往の研究で見出された嗜好変  

化は，需要関数モデル特定化の掛つによる見かけ上のものである。さらに，対象期間の消費動  

向与所得と相対価格たけによって完全に説明する，微分可能な需要関数が存在することも確認  

されるo Lたがって，そのような需要関数のモデル化と計測が，牛鮮肉需要の将来予測を行う  

うえで重要な課題となろう。   

ヰ【ワード：生鮮肉需要，嗜好変化 ノンパラメトリック・アプローチ，諏示選好  

国家計の生鮮肉（牛肉，豚肉」輩肉）需要ほ構造変化  

を遂げたであろうか。ここで構造変化とは，需要関数  
緒  

高度経済成長の開始から近年に至るまでの間にわが  のシフトによって，価格や人当り所得は一定であっ  
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撃  

となるような，ある購入量ベクトルの系列†ⅩT，霊S，  

… ，1月）が存在すると乳購入量ベクトルⅩ；は   

xiに対して選好ざれることが顕示されたといい，   

ⅩjRx」と表記する。  

〔仮説1〕   

観察データDほ顕示琴貯の→般化公理（Gゼ掴ral  

i2，ed Axiom ofRevealed Preference：GARP）  
）   

Ⅹ・Rxi→ p】ⅩJ≦plxi  

foreYery†i，j〉 」†l．2，…，T）   

を満たす。  

〔仮説Ⅱ〕  
観察チータDは顕示選好の隠公理（Strong   

Axiom of R即ealねd Pr8f8用nC8こSARp）り  

ⅩiRxj and xiキⅩj → pi．衰くが．ガ  

for帥ery†i，j〉 ⊂ 〈1∴2，く・■，巾i   

を満たす。  

〔仮説Ⅲこ   
観察データDは顕示選好の強い意味の謡公理   

（StrQ咽VerSion of the Str8ng A求iom of   

R即ea】ed Prefereれee：SSARP）1）  

ⅩiR史and xiヽd → pixj＜pixj  

and  

p■≒p】→ Ⅹ■≒xJ  

r℃■reVeryli．り ⊂il，2、…，T‡   

を満たす． 

GARPは，噂好が不変であるとき観葉データが満  

足しなければならない疫鳥一般的な条件である11）、。た  

だし．GARpを満たすデータを理論的に根拠づける  

効用関数は必ずしも前官な凹関数ではないからり．仮  

説1の受容は需要対応が安定的であることを保証する  

ものの，価格と所得を購入豊に一対一に対応づける需  

要関数の存在を保証するものではない。これに対して  

仮説Ⅱが棄却されないならば，安産的な綱要関数を生  

成する噂好パターンが存在する晶）。しかし，SARf〉  

を満足するデータから再顛される効用関数は数分可能  
とはかぎらないので，需要関数の遜続牲毒ま保証きれな  

い。Clli坤poriand R¢ぐh8七月）は、，S良ARPをデー  

タが満七すならば，データを理論的に根拠づける∴微  

分可能な観凹の効用関数を見出すことが可能であるこ  
とを証明した。効用閑散のこれら2つの性質は，雨妻  

関数の連続性を保証する十分条件である。したが1て，  

仮説Ⅷの受容は．噂好が不変で，しかも需要構造を蓑  
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ても，一人当り購入量が以前と変わることをいう¢新  

しい需要閑散の畳軌ま消費者の噂好変化を反映したも  
のであるから．この段間は嗜好の安定性を問うことに  

ほかならない。   

従来の研究を概観すると，生鮮肉の東軍構造は消費  

習慣の形成にともない持続的に変化して来たとする見  

解が有力である（唯是18）．内山9），門間再｝。それら  

の研究は．いずれも．価格と所得に関して〔対数）線  

型な関数型に特定化した需要関掛こ過去の購入登や世  
帯貴数といったシフト変数を付加した回帰式杏計測し  

シフト密教の計数値の統計学的有意性によって構造変  
化の有無を検証したものである。しかし，この、ような  

パテメトリック・ア70ローチを用いた場合，構造変化  

が確認されたとしても．それが果たして噂好が実際に  

変化したことによるものなのか，あるいは噂好は不変  

であったにも、かかわらず，需要閑散の開放型特定上の  

誤りカユち生じた見かけ上のものなのれ識別すること  

（ま不可能である。したがって、嗜好変イとを磯出した既  

往研究の結果に榛間頑があるといわざるをえない。   

そこで本稿軋特定の関数型の廃棄関数を節操せず  
に観葉されたデータから噂好の安定性を直接卿こテス  
トするノンパラメトリック・アプローチを用いて，対  

象潮間において家計生鮮肉需要に構造変化があったか  

否かを再検証することを目的とした。  

方  法  

消費対象となる財ほれ種猿あり，一人当り購入垂と  

価格のn次ベクトルに関するTカ年の観客データ刀二  

代Ⅹ＼p■），（ェ2．pり， ，（xTJpTぃが与え  
られているものとする（所得データは同・一年の又とp  

の内積として定義されるので，Ⅰ）由成分として明示し  

ていない〕。   
このと、善構造変化の′ンバラメトリック分析は，  

lヌー，が． ・t，ⅩT〉が代表的消費者の効用関数最  

大化から生成されたものと前挺したうえで1横幕デー  

タ加i．安定的な噂好（効用関数）の存在が含意する  

癖衰運好公理を満たすかどうかを吟味することによっ  

て行われる。より明確にいえば，われわれは次の3種  

類の帰無仮説をテストするn  

〔定義〕   
p玩Uば第u年で観察された購入量ベクトルを第t   

年め価格で瞬入するときの費用を表すとして  
plx■≧p甘，p一文r≧p’Ⅹ甘，・ ・・ ，pEx蓼≧pれⅩ，  

一′38－   
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現する需要関数をパラメトリ・ソク・アプ⊂丁－ナにおい  

てモデル化可能であることを意味する。  

デ  ー  タ  

分析対象としたデ∴夕は，いずれも総務庁統計局  

『家計調査昨報』（品目分類・全世帯平均）および同  

『消費者物価指数年＃』の各年蔽をデータ・ソースと  

する．財の範乱 射象地域，偶人頴・価格の指傾によっ  

て区別された10横軸の年次データである。   

財の範囲）家計における生鮮肉頬の購入歴の決定を．  

住総消費支出，豊吸物出口質素生鮮食料支出．のいず  

れを所与とする配分行動の結果とみるかによって，財  

の範附を  
（D 牛鮮魚介．牛肉，豚肉，鶏肉，鯨肉，その他の  

財（6曽臼分類〕   

② 生鮮魚介，牛肉，豚肉，鶏肉．鯨肉〔5費目分  

捷E  

の2通りに設定したrJ   

対象地域）対象地域は，データの代表性，観葉期間  

の長期性から．仝軌 人口5万人以上都市，東京都区  

部を選んだ。F家計調査』において全国平均の収支デー  

タが公表されるのは．調査規模の拡人された1963年以  

降であり，それ以前のわが国家計の生鮮肉席要構造の  

安定性は人口5万人以⊥都市あるいは東京都区部のデー  

タで検討した。   

嘩入屋・価格の指標）従来の需要研究では，隣人阜  

と価格の指標に，『家計調査J品目分矩の該当品Hに  

関する購人数屋と平均価格を採用しているT9ノ「ノ しか  

し，平均価格は当該支出金額を購入数羞で際して推計  

されているから，その品口中に含まれる良品の構成が  

時系列的に変化すれば，良品価格が一定であっても品  

目ヰ均価格ほ変動する．という問題があるりそこで，  

本研究では価格の相模に『消費者物価指数、旦の品目別  

価格f旨数を，購入葺の指標に支出金爾を価格指数で除  

した実質購入金額を採用した場合のノンパラメトリッ  
ク・テストも併せて実施した‖ なお，lその他の財」  

の価格にほ消費省線合物価指数．購入量には生鮮魚介・  

生鮮肉頬以外への実質支出金額を克て，全ての購入毒  

薬列を世滞貝一人当りの値に変摸した。また価格系列  

ほ1980年高準の消費者総合物価指数でデフレ【トされ  

た‖   
分析期間）u家計調息』調査品口内容は過去数鳳に  

渡り変壊されており，1957年以前と1958年以降，1984   

年以前と1985年以降でほ統計上の不連続がある。した  

がって，人口5力■人以上都市と東京都区部については  

1958～1984年，全国については1963～19馴咋のデータ  

を分析した。ただし，人∪5万人以⊥都市の品目別価  

格指数が】976年以降，公表されなくなったため，当該  

地域の実質購入金額・価格指数データの分析期間は  
】958～1975年とした。また全国と東泉都区部の鯨肉の  

価格指数も1976咋から調査推計が行われていないが，  

1976年～1984年の期間は平均価格の伸び率が価格指数  

の年変化率に等しいと仮定して，鯨肉価格指数を1984  

年まで延長して使用した。  

結果と考察  

分析データに関して仮説1，山，皿が成立するかど  

うか．コンピュータ計算によってチェックした〔コン  

ピュータはIBM PC／Ⅹ‘1、・を使用し，仮説検証プログ  

ラムは獅示選好関係Rをオブザベーションの全てのペ  

アについて効率的に調べるVarian■りのアルゴリズム  

に基づいて，GAUSS言語で独白に作成した）。   

全国平均データに関する検証結架を，第1表の第5  

列～弗7列に示す。全消費支出を6費目分類した場合．  

平均価格・購入数量系列（第1行），価格指数・実質  

購入余塵系列（第2行）のいずれについても，GARP，  

SARl），SSARPを破るオブザペーションほ検出され  

ず．仮説Ⅰ，¶，皿の全てが受容された。このことは，  

l粥3～1984年の間，嗜好は木変で，しかも当該期間の  

生鮮肉各品Uおよび生鮮魚介の需要動向が．徴分叶能  

なある関数型の絹安閑数体系で把握できることを意味  
する。また，財の範囲を動物蛋白質系生鮮魚科の5費  

目に限定した場合も†占】様の結果を得た（笥3行，策4  

行）。   

全国平均データは1962年以前をカバーしていないの  

で，上記の結果は高匿成島開鯖期において生鮮肉の需  

宴構造が異なっていた可能性を否定するものではない：」  

この点を確かめるために，人口5万人以上都市と東京  

都区部のデータを用いて仮貌の検証を行った結果が．  

第2表と第3表の第5列～第7列である。6種類の観  

察データは全て，GARP，SARP．SSARPを満た  

L，仮説丁，山，皿は棄却されなかった〔ゝしたがって、  

人口5カソ＼以上郡市と東京都区部の1958年～1984年の  

家計生鮮肉帯要ほ安定的構造を有し，ある適当な需要  

関数でうまく説明できることが認められた。   

以上の択一的な観察デ）夕の検証結果から．わが国   
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丁且bl七1．Re弓u比s ofnonpa∫ametrictests ofutility m‘lXimization 

allJapan（allぬousehold）p軒Cap血data  

18R  

軋血beroi【）bs朗Y且ti①mS 対比mb杏rorlimes Mi山mum皿mt）erOf  
1〕8taOn  Sa叩1e YiDl血g  c】く、（‖わ bu軸hyperpl且珊  

Goods  

prl聯 qu肌tities  GARPSARPSSA血中（－orj＞i）沌】rjくり血畑油川  

0   3Dr231228′Dr231  Amounlofl≦疾卜朗 月   O  

pur正郎e   

馳p8nd血resl兆3～削 0  8  

in c【）ね虞犯1L  

さ「（氾S  

AmoLL山一Ofl粥3鴫t O．  O  

pumha5e   

叫河曲閥1僻～糾 0  0  

ir【C〔机Stant  

yellS  

Fish，b守成p8rk，Ayerag8  

cllicken，Whale prICe  

meat．aT】d other  

g叩ds  ConsⅥm㊦T  

Price  

index  

耶sh，beer，pOrk，如eragp  

亡hick叫and pdα  

whale meat  

Comsllmer  

pri間  

index  

0  20†2312298†231  

0 12Df231217（）f2釘  

0  230－2311958f231  

n  

☆er¢deJlaLed byge耶ralconsumerpriceindex（1988－‖・  
乱れd SSARP denq庚tbe gener81ized axiom，the sLrn咽aXiom，and the  
thestroTlgaXiomofrevealedpreferencc・reSpeCtively 

Snurce二Computatid  
NoteミAllprice data  

a）GAIモア、，SARP，   

stl、Otlg V¢閃きon or  

b）cijd帥Ote菖thecos暮atyearipric息SOfpuTCh謎封ngthequantitiesnbserved邑tぎ組rj・  

Table2．Resultsofnonpamm融rictests oru山itymaximi第汲tionニ  
。ities withpopulat加of50，QOOormore（＆11household）percapit且data  

恥mberorob8¢m且Iions Numb町Oftimes 地点血umn11inbrof  

viola如g  cり＜cl・b）  budg寧thyperp血栓  
Data on sample  

Goods  

GA如SARP冨SA呼n）（foTj＞i）（1即j＜i）intersect加s  qⅦantiti瑠   price5  

18  AmoⅦ刀tO†19錮 8  0  0  20†351別9（）r′351  

purch8S七  

Fish，be戎p¢rk．Av鱒age  

l九iぢken．wl181e price  

meat，a爪d（）ther  

goods  CひnSu耽r  

pdce  

lnし1ビゝ  

ざish，bef，p（汀k．如erage  

ehieken．江nd prlCe  

wba】e meat  

Consllmer  

price  

index  

12  0  20f15315lofl鎚  Exp飢ditu幡1眼卜75 Q O  
in（泊nStant   

yeI帽  

AmolユntOfl鵬一雨、0  8  

pllrChas8   

R叩珊di加越1聯～指 0  0  
in com七，ぬnl  

〉■Pnヽ  

8 130【351泊30f詣l  

0  50fl㍊1460fl粛  

n  

were由fl孜tedby酢耶ralc抑Sum8rpriceindex（1980±1） 
and SSARP d帥Ote th色generalized且Xiom，the strゎn嘗aXio叫射1d the  
the如omgaxiom ofrevealed¢rererende，ー鴎peCtively 

SourceニComput如i（〉  
Note：AllprlCe dat且  
a）GARP．SARp，   

stroTlgVerSion of  
b）cijdc，L。L。Sth8COSt8ty8ari¢ric8sOfpurchasingthequAntitiesob脚Vedatyearj・  
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Table芦・Results ofI10nparametric tests of utilitymaximization：  

k11uarea OfTokyo（allhousehold）percapitadata  

189  

Numbe 
Data on 

sam。1ei ii 

Minlmumnumberof  

hud酢thyperplanで   

intersections  

Goods   

prlCeS quantities  GARPSARPSSAR㍗）（forj＞i）（rorj＜i）  

Fish，beel，pOrk，伽n6umer  

Chicken，Whale prlCe  
meat，注nd otherindex  
gnod占  

Fiれbeer，POrk，Consumer  

Chick恥and pTICe  
whale meat lnde：【  

Expenditur臨1∈略3～朗 0  0  0  70f351誕4ロー351  

in【：OnStant   

）renS  

Expend血res】鮎3～削 0  

1n COnSt8nt  

yenS  

0  230r3513（裕or351  

Source：Computation by thea  
Note：Allprice dat＆Were deflatedby generalconsumerpriceindex（1980－1）．  
a）GA比P，SARP，and SSARP demote the generalized axiom，the strong axjom，and the   

StrOngVerSion of the strongaxiom of revealed preference，reSpeCtively，  
b）ciidenotes thecost ELtyeariprices ofpurchasillgtheq11antiLies observed at yearj．  

家計の生鮮肉需要構造は1960年代から近年に至るまで  

変化していないことが示唆される。つまり．対象とし  

た期間の生鮮肉消費パターン変化は，相対価格と所轄  

〔総支出額）の要因だけで完全に説明可能である。噂  

好変化を検出した既往研究の結果は．われわれの結果  

に照らして解釈するならば．安定的な其の嗜好のタイ  

プが，そこで特定化された関数型の需要関数を生成す  

るようなものではなかったことを実証したものと理解  
される。   

本研究の検証結果は需要構造の安定性をどの程度強  
く支持するのだろうか，あるいは観察データが帰無仮  

説を棄却しなくても嗜好が実際に変化した可能性はな  
いのだろうか。   

ノンパラメトリック・アプローチにおいて帰無仮説  
の妥当性に対する疑念の程度を数量的に評価する方法  
はまだ－蔽甘されていないが，各観察時点で，それ以前  

の観察時点で購入された財のどの組合せも購入可能で  
あるようなデータでは．ノンパラメトリック・テスト  

の検出力は一般に小さいことが指摘されているヨ・日・月・  
）   

第1表～帯3表の第8列は対家とした各データでの．  

任意の観察年次で観零きれた購入量ベクトルがそれ以  
前の観察年次における価格・所得水準でも購入可能な  
ケースの出現回艶 笥9ダリは同じく，任意の観葉年次  

で観察された価格・所得水準でそれ以前の観察年次で  
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の購入量ベクトルを購入可能なケースの出現回数を示  
す。いずれの観察データも前者の相対頻度は非常に小  

さく．後者のそれは善わめて大書い。この点めみに注  

目すれば，分析に供されたデータの性質（高度経済成  

良期を観察期間に含んだ長期年次データのため，相対  

値柏の変化率に比べ実質総支出額の成長率がかなり大  
きい）ゆえに，実際に生じたかもしれない生鮮肉需要  

の構造変化を模H！しえなかった可能性属人いにありう  

る。   

しかし，最近Dronar63〉はそのようなデータでも  

予算超平面玖＝†Ⅹ：pLx＝plxり（ト＝1，2．  

T）が相互に交差することが多いならば，ノンパラメ  

トリック・テストの検出力は十分大きいことを明らか  
にした。そこで，本研究の対象データについて予算超  

平面の交差回数を調べたところ，全く交差しない観察  

年次は認められず．最も交差回教の少ない観察年次で  

も他の全観察年次の亜％に相当する年次の予算超平面  

と交差していることが確認された（帯1表～帝3兼帯  

10列）。したがって，われわれの得たノンパラメトリッ  

ク分析の結果はかなり信頼性が高いと判断される。   

ところで，本研究で家計の消費支出を6費目に分頬  

したとき，全6受口のデータを理論的に根拠づける効  

用関数とともに，動物蛋白質系生鮮食料グループの5  

費目だけのデータをその最大化によって生成する効用  
関数の存在も輝かめられたことは，当該食料グループ   
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Summary  

Habit formationi当 tho岬ht by many  

researchers to have 写hifted the demands for  

beef，pOrk，and ehicken in Japanese  

households sinc£the midL1950’s．However．as  

lhey commonly take fhe standard parametric 

approRch in which a functional form is 

chosen for dem且nd runcLions and the  

p且1・ametCrS且re¢Stimated，We are nOt abIe to  

judge whetller their findings indic且te  

StruCtural chages actually bccured or  

pretended ones due to thc us冒Or Lhe wrong  

functiol181rrom8．   

In this 5tudy．using a†10npar且m8lric  

approach，Ireexamine the stability of the  

demand for frosh meat ovcr the period 1958 

1963．WiLhouL reliant・e On aSSumptions about  

functioTlalfor叫 this appro8dlmakesit  

possible to tβSt Whether the demand h8S  

弓hifted because of a chang8in tastes・  

Myinvestigation results are sⅥmmarized  

as ro11t）WS：  

（1） Allい1ree Of tlle dat且 SetSinve6tigated  

（tht，Z］nnualper capita cons11mptiorL data   

for allJapan．cities with popul且tion（）f   

50，0000r mOre．and ku－area Of T〔｝kyo）do   

not r飢8a】tIle StruCturalchangesin the   

household demand for fresh meat（）Ver the   

peri〔－d ThererQre， We may interpTet   

previous woナks as reJeCtiTlg thゼStability of   

particular functionalforms of the dQmand   

rath即r than as anindication of stmctural   

Ch且ngeSin demand．  

12） MoreoYer，there are 50me diffeTe【lti8も1e   

demand functions j¶ Whicl】Telative prices   

alldincome provide a comple象e E！ⅩpIanation   

of meat consumption patteTn6． The   

modellirlg and econom扇ric 83timation of   

such demand f11nCtions are esβelltiaユ for tム¢   

prediction of the future demamd for meat   

inJ且pam．  

Keywords：demand for fr郎h meat，taSte   

澤田  1錮   

内の嗜好のありかたがグループ外の財の消費水準から  
独立に決まることを示唆する。ただし．われわれのファ  

インデインダスは噂好の分離可能性の必要条件に関す  
るものであり，十分条件の吟味は行っていない。噂好  

が一体どのような構造を有しているのか究明すること  
は今後の研究課題である。  
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